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日

立
市

議
会

平
成

27年
度

第
３

回

定
例

会
が
、
９
月
３
日
か
ら

29日
ま
で

開
催

さ
れ
ま

し
た

。
一

般
質

問
で

は
日

本
共

産
党
２

議
員

が
５

項
目

の
質

問
を

お
こ

な
い
ま
し
た
。
 

 
市

長
提
案

の
議

案
は

補
正

予
算

、
条
 

     
小

林
議

員
 

原
子

力
災

害
対

策

と
し

て
、
被

ば
く

す
る

前
に

確
実

に
安

定
ヨ

ウ
素
剤

を
服

用
し

て
避

難
で

き
る

よ
う

、
事
前

配
付

地
域

の
対

象
を

市
内

全
域

に
拡
大

す
べ

き
で

す
。

市
の

見
解

を
お

伺
い
し
ま
す
。
 

 
佐

藤
総

務
部

長
 

国
は

Ｐ
Ａ

Ｚ

（
５

km圏
内
）、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（

30

km圏
内

）

の
区

分
に
応

じ
て

、
効

果
的

な
防

護
措

置
を

実
施
す

る
こ

と
と

し
て

、
そ

の
中

で
、

安
定
ヨ

ウ
素

剤
の

予
防

服
用

に
つ

い
て

は
、
即

時
避

難
す

る
Ｐ

Ａ
Ｚ

内
の

住
民

に
は
事

前
配

布
、

Ｕ
Ｐ

Ｚ
内

の
住

民
に

は
緊
急

時
配

布
と

し
て

お
り

、
市

の
地

域
防
災

計
画

も
同

様
に

し
た

と
こ

ろ
で

す
。
 

 
東

海
第
二

発
電

所
に

か
か

る
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の
予

防
服

用
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

は
、
Ｐ

Ａ
Ｚ

の
範

囲
、

大
み

か
町

以
南

の

10町
に

居
住

す
る

約
２

万
６

千
６

０
０
人

を
対

象
と

し
、

１
月

説
明

会
、

２
月
配

布
で

、
県

と
共

同
で

事
前

配
布

を
実
施

す
る

も
の

で
す

。
国

内
最

大
の

Ｕ
Ｐ
Ｚ

人
口

を
抱

え
る

地
域

の
現

状
な

ど
か
ら

、
マ

ン
パ

ワ
ー

の
確

保
に

つ
い

て
な
ど

、
課

題
が

山
積

み
で

す
。

県
及

び
関
係
自
治
体
と
、
事

前
配
布
地
 

例
改

正
、

26年
度

決
算

の
認

定
な

ど

36件
で

し
た
。
 

 
日
本

共
産

党
は

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
に

関
係
す

る
５
件
の
条
例
改
正
、

26年
度

決
算
の

認
定

、
新

交
通

導
入

事
業

用
地

の
買
い

入
れ

な
ど

に
反

対
し

ま
し

た
。
 

    域
の

拡
大

を
含

め
緊

急
時

配
布

方
法

等
、
協

議
を
続
け
て
い
き
ま
す

。
 

 
小

林
議

員
 

小
児

甲
状

腺
ガ

ン

の
子
ど

も
が

福
島

県
で

１
３

７
人

、
北

茨
城
市

で
は

３
人

発
症

し
た

こ
と

が
発

表
さ
れ

ま
し
た
。
①

日
立
市
で

も
健
康

調
査
を

お
こ
な
う
こ
と
、
②

安
定
ヨ
ウ

素
剤
を

全
市

に
事

前
配

布
す

る
こ

と
、

③
東

海
第

二
原

発
は

廃
炉

に
す

る
こ

と
を
強

く
訴
え
ま
す
。
 

 
 安

定
ヨ
ウ
素
剤
と
は
 ？
  

 
 

放
射
性
で
は
な

い
ヨ

ウ
素
を
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ

ム
の
形
で
製
剤
し
た
も

の
で
す
。
 

 
原
子
力
発
電
所
等
の
事
故
で
放
出
さ
れ

た
放
射
性
ヨ
ウ

素
が
呼
吸
や

飲
食
に
よ

り

体
内
に
吸
収
さ
れ
る
と
、甲

状
腺
に
濃
集
し

て
甲
状
腺
組
織
内
で
一
定
期
間
放
射
線
を

放
出
し
続
け
ま

す
。
そ
の
影
響
で
、甲

状
腺

が
ん

や
甲
状
腺
機
能
低
下
症
が
引
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

障
害
を
防
ぐ
た
め

に
、放

射
性
ヨ
ウ
素
を
取

込
む

前
に
甲
状
腺
を

ヨ
ウ

素
で
飽
和
し

て

お
く
目
的
で
服
用
す
る
も
の
で
す
。
 

 
放
射
性
ヨ
ウ

素
吸
入
直
前
の
投
与
が
最

も
効
果
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     
大
曽
根
議
員

 
昨

年
６

月
に

小

規
模

企
業

振
興

基
本
法

な
ど

小
規

模
２

法
案

が
成

立
し

ま
し
た

。
こ

れ
は

、
個

人
事

業
者

を
は

じ
め
従

業
員

が
５

人
以

下
の

小
規

模
企

業
の
「

持
続

的
発

展
」

を
正

面
か

ら
応

援
す
る

こ
と

を
目

的
に

し
て
い

る
も
の
で

す
。
 

 住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
助

成
制

度

に
つ
い
て
 

  
大
曽
根
議
員

 
こ
の
制

度
は

、市

民
が

自
宅

の
リ

フ
ォ

ー
ム

（
内
装

、
塗

装
、
外
壁

、
増

改
築
）

な
ど

を
市

内
の

建
設

業
者
な

ど
に

発
注

し
た
場
合

、
そ

の
工
事

の
一

定
額

を
市

民
に
助
成

す
る

も
の
で

す
。
建
設

業
者

に
と
っ
て

は
仕

事
確
保

に
な

り
、

市
民

に
と
っ
て

は
工

事
費
の

一
部

が
助

成
さ

れ
、
行
政

に
と

っ
て

は
小

さ
い

予
算

で
経
済

効
果

が
あ

る
も

の
で

す
。

日
立
市

で
も
取

り
組
む

べ
き
と
考

え
ま
す

。
 

 
石
田
産
業
経
済
部
長

 
今

般
の

地
方
創
生

の
取

り
組
み

の
中

で
、
倉
吉

市
、
横
須
賀

市
な

ど
で

「
地

域
住

民
生

活
等

緊
急
支
援

交
付
金
」を
活
用

し
て
、

住
宅
リ

フ
ォ

ー
ム
助
成

制
度

が
実

施
さ

れ
て
お

り
ま

す
の

で
、

新
た

な
視
点

で

調
査
し

、
費

用
対

効
果

、
財
源
の

確
保

等
、
研
究
を

す
す
め

ま
す
。
 

 
大
曽
根
議
員

 
茨

城
県

内

15市

町
村

で
す

で
に
取

り
組

ま
れ

、
経
済

効

果
は

実
証

さ
れ

て
い
ま

す
。

小
規

模
企

業
支

援
と
し
て

も
有
効
で

す
。「

地
方
版
 

        総
合
戦
略

」
に

住
宅

リ
フ
ォ

ー
ム
助

成

制
度
を
組

み
込
む

よ
う
求

め
ま
す

。
 

 小
規

模
工

事
等

契
約

希
望

者

登
録
制
度
に
つ
い
て
 

  
大
曽
根
議
員

 
こ
の

制
度
は

、小

規
模

事
業

者
を
登
録

し
、

自
治

体
が

発

注
す

る
小

規
模

な
工

事
、
修
繕

な
ど

に

受
注
機

会
を

拡
大

す
る

制
度

で
す

。
日

立
市

は
２

０
１

０
年

10月
か

ら
実

施

し
て

い
ま

す
。
し

か
し

実
績

は
一

件
当

た
り
工

事
金
額
が

２
８

、
０

０
０
円

に

下
が

り
、

小
規

模
事

業
者
に

と
っ

て
は

魅
力
の
な

い
事
業

に
な
っ
て

い
ま
す

。
 

 
県

内

19自
治

体
で

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
工

事
金
額

規
模
で

は
、

日
立

市
は

最
低
ク
ラ
ス

で
す

。
工

事
金
額

を

引
き
上
げ
て

、
発
注

件
数
や
登
録

業
者

を
拡

大
し

、
小

規
模

事
業
者

を
支

援
す

る
こ

と
は

、
地

域
振

興
、
活
性
化

の
う

え
で
も
重
要

で
す
。
 

 
根
本
財
政
部
長

 
本

制
度

は
平

成

22年
度
に

導
入
し
ま

し
た
が

、現
状

は

工
事
金
額

が

10万
円
未
満

を
対

象
と

し
て

い
る

た
め

、
発
注

件
数

、
金
額

と

も
に
低

い
状
況

に
あ
り

ま
す
。
 

 
こ

の
制

度
の
趣
旨

に
沿
っ

た
活

用
が

図
れ
る

よ
う

、
県

内
の
他
市

町
の

状
況

を
踏

ま
え
て

、
検
討
を
進

め
ま

す
。
 

  請
願
・
陳
情
 
 

 ○
「
県
立
学
校
の
存
続
と
高
校
の
少
人

数
学
級
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提

出
」
に
関
す
る
請
願
 

 
提
出

者
＝

茨
城

県
高

等
学
校
教
職

員
組
合
 

 
県

立
高
校

の
統

廃
合

を
と

り
や

め
、

30人
以

下
学
級

を
求

め
る

も
の

で
、

日
本

共
産
党
は
採
択

を
主
張

。
 

 
他

会
派

は
反

対
。
賛

成
少
数

で
不

採
択
。
 

 ○
 教
育
予
算
の
 

拡
充
を
求
め
る
請
願
 

 
提
出
者
＝

茨
城

県
教
職
員
組
合
 

 
全
会

一
致

で
採
択

。
 

 ○
「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情
 

 
提
出

者
＝

日
本

の
青
少

年
の

健
全

育
成
を
推
進

す
る

会
。
 

青
少

年
の

健
全
育

成
を

「
家
庭
」

の
み

の
責
任

に
す
る

も
の

で
、

日
本

共
産

党
は

反
対
。
継
続
審

査
に
。
 

  政
府
等
へ
の
意
見
書
提
出
  

 ○
 教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
 

○
 Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
 

 
い
ず

れ
も

全
会

一
致

で
採
択
さ

れ
、

政
府
機

関
に
意

見
書
が
送
付

さ
れ

ま
し

た
。
 

日立市議会９月定例会 

原
子
力
災
害
 

～
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
市
内
全
域
配
布
に
 

小
規
模
企
業
支
援
で
 

地
域
経
済
の
活
性
化
を
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大
曽
根
議
員

 
「
ひ

た
ち
Ｂ
Ｒ

Ｔ
」
が

約
５
億
円

か
け

て
整

備
さ

れ
、

２
０
１

３
年

３
月

か
ら

日
立

お
さ

か
な

セ
ン
タ
ー
、

JR大
甕
駅
間

３
・
２

kmを

運
行

し
て
い
ま
す
。
 

 
利

用
者
数

は

14年
度

平
日

約
４

９

０
人
。
学
生

通
学
割
引

（
月

千
円

）
で

高
校
生

に
好
評

で
す
が

、
バ
ス
停

か
ら

離
れ
た

、
久
慈

町
１
、

５
、

７
丁

目
の

高
齢

者
か
ら

「
お

さ
か

な
セ

ン
タ

ー
の

イ
ベ
ン
ト
に
行
け
な
い

」「
バ
ス
停

ま
で

行
け
な
い
」の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
市
南
部
地

区
で

も
南
高
野

町
、
石
名

坂
町
、

大
和
田

町
な
ど

に
住
ん
で

い
る

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

。
 

 
そ
の

一
方

で
高
齢

者
の
通
院
、

買
い
 

     
大
曽
根
議
員

 
今

年
４

月
か

ら

介
護
保
険
制

度
始

ま
っ

て
以
来
の

見
直

し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

 
①
要
支

援
者
の
訪
問
介
護
・
通
所
介
 

護
の
「
介
護
保
険

か
ら
外
す
」
 

 
②
利

用
者
負
担

を
所
得

に
よ
っ

て
 

「
２
割
負
担

に
す
る

」
 

 
③
低

所
得

の
施
設
利

用
者

の
「
食
 

費
・
部
屋
代

補
助

の
削
減

」
 

 
な
ど
で
す
。
 

 
そ
の
影
響

に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。
 

 
畑
山
保
健
福
祉
部
長
 

①
保
険

給
付
か
ら
市
が
主
体
の

「
総
合

事
業
」
 

    物
な

ど
高
齢

者
の

「
足

の
確

保
」

は
深

刻
で

改
善
を
要
望

す
る
声
が
出
て

い
ま

す
。
多

く
の

自
治

体
で
取
り
組
ま

れ
て

い
る
デ

マ
ン
ド
方
式
、

電
話

予
約

で
、

自
宅

か
ら
地

区
内

ど
こ

に
で

も
い

け
る

乗
り
合

い
タ
ク
シ

ー
が
有
効

で
あ

る
と

考
え

ま
す
。
 

 
石

川
都

市
建

設
部

長
 

県
内

で

23の
市

町
村

が
デ

マ
ン
ド

方
式
乗

り

合
い
タ
ク
シ

ー
を
運
行

し
て

い
ま

す
。

市
街

地
に
お

け
る
デ
マ

ン
ド

方
式

導
入

は
、
運
行
経
費

に
対
す

る
市

の
負
担
額

が
高
額

に
な

る
こ

と
や

、
一

般
タ
ク
シ

ー
の
経
営

、
路
線

バ
ス

の
維

持
存

続
に

影
響

を
及
ぼ

す
の

で
慎
重

に
検
討

す
る

必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

    に
移
行

し
ま

し
た

。
７

月
末

で
２

、
２

６
６
名
で
す
。
②

１
割
か
ら

２
割
負
担

に
な

る
方
は

、
要
介

護
認
定

者
約
８

、

０
０

０
人
の

う
ち

約
１

、
０

０
０

人
で

す
。
③

施
設
利

用
者
の
食
費
・
部
屋
代

に
対

す
る
減
額

認
定
が

、
８

月
か

ら
新

た
に
世
帯

分
離
し

て
い

る
配
偶
者

の
所

得
や
預
貯
金

等
も
要
件

に
加
わ

り
、

前

年
１

、
６
０

０
人

に
対

し
、

本
年
８

月

の
認

定
者
数
は
約
１
、２

０
０
人
で
す
。 

 
大
曽
根
議
員

 
要
支

援
者

の
総

合
事

業
へ
の
移
行

に
つ

い
て

は
、
厚
労

省
に
無
批
判

に
追
随

す
る
こ

と
な

く
、

現
行
サ

ー
ビ
ス
利

用
を
抑
制

し
な

い
こ

と
。
利

用
料

が
一
挙
に

２
倍

に
な

る
こ

と
で
、
必
要
サ

ー
ビ
ス

を
受
け

ら
れ
な
 

     
小
林
議
員

 
４

月
か

ら
保
育

制
度

が
大
き

く
変
わ

り
、
日

本
共

産
党

は
国

に
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
 

 
一
、
待
機

児
童

解
消

に
緊

急
の

措
置

を
と
る

こ
と

。
認
可
保
育
所
増
設

を
基

本
に
、

事
業

計
画

を
安

定
的

に
実

施
で

き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
 

 
二
、

保
育
士

の
抜
本

的
な
処
遇

改
善

と
正

規
化
へ

の
仕
組

み
を

つ
く

る
こ

と
。
 

 
三
、新

制
度
は
保
育
料

の
引
き
上
げ

、

年
少
扶
養
控
除

廃
止
前

の
旧
税

制
に

よ

る
算
定

の
見
直
し

に
伴

う
保
育
料
ア
ッ

プ
な
ど

、
保

護
者

に
新

た
な
負
担

を
お

し
つ
け

る
も

の
で
あ
り

、
国

が
定

め
る

高
す
ぎ

る
保
育
料
徴
収

基
準

を
改

め
、

多
子
世
帯
へ

の
保
育
料
無
料
・
軽
減

措

置
を
す

べ
き

で
あ

る
。
公
定
価
格

そ
の

も
の
を

見
直
す
こ
と
。
 

な
ど
で

す
。
 

 
保
育
料

の
引
き

下
げ

で
子
育

て
へ

の

経
済

的
負
担

の
軽
減

を
さ
ら

に
は

か
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 
畑
山
保
健
福
祉
部
長

 
保
育

所

の
保
育
料

は
所
得

等
に

応
じ

て
７
階
層

に
設
定

さ
れ

て
お

り
、
未
就
学

児
の
兄

妹
の
数

に
よ

り
、

第
２

子
が
半
額

、
第

３
子
が
無
料

と
な
っ
て
い
ま
す

。
 

 
市
の
軽
減

措
置

は
、

０
～

２
歳

児
の

第
２
子

に
月
額
３
千
円
を
軽
減

（
４
７
 

い
事
態

が
出

な
い

よ
う

、
丁
寧

な
対
処

を
求

め
ま

す
。
 

     ０
万
円
以

下
の
世
帯

）、結
婚
歴
の
な

い

ひ
と

り
親
家
庭

の
軽
減

（
税

法
上

の
寡

婦
控
除

み
な
し
適

用
）。

 

 
負
担
軽
減

の
拡
充
に

つ
い

て
は

、
現

在
国

で
多
子
世
帯

の
軽
減
措

置
拡

大
等

が
検
討

さ
れ

て
い

る
の

で
、

市
独

自
軽

減
策

等
を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

国
の

動
向

、
他

市
町
村

の
状
況

等
を
注
視

し

な
が

ら
、
適
切

な
対
応

を
は

か
っ

て
い

き
ま

す
。
 

 育
児
休
業
で
も
保
育
継
続
を
 

  
小
林
議
員

 
所
沢

市
で

、
保

護
者

が
市

を
提

訴
し

た
、
保

護
者

が
育
休

を

と
る

と
０
～

２
歳

児
ク
ラ
ス

の
子

ど
も

は
出

産
の
翌
々
月

に
退
園
と

な
る

問
題

に
つ

い
て
、市

で
の

対
応
を
伺

い
ま
す

。 

 
畑
山
保
健
福
祉
部
長

 
育

児
休

業
取
得

時
の

保
育

の
継

続
利

用
に

つ
い

て
国
の

基
本
的
な
考

え
方
は

、
 

 
一
、
次

年
度

に
小
学
校

入
学

を
控

え

て
い

る
な

ど
環
境

の
変
化

に
留
意

す
る

必
要

が
あ
る
。
 

 
二
、

児
童

福
祉

の
観
点

か
ら

市
町
村

が
必
要
と

認
め
る
場
合

。
 

と
し

て
い

ま
す
。
 

 
市
で

は
そ

れ
を
踏

ま
え

、
４
～

５
歳

児
に

つ
い

て
は

、
育

児
休

業
取
得

時
に

お
い

て
も
、

保
護

者
の
希
望

に
応

じ
て

継
続
入

所
を

認
め

て
い

ま
す

。
０
～

３

歳
児

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
と

こ
ろ
待

機
児
童

の
状
況

な
ど

か
ら
、
特
別

な
事

由
が
あ

る
場
合
を
除
き
退
所

し
て

い
た

だ
い

て
い
ま

す
。
 

 
小

林
議

員
 

子
ど

も
と
家
庭

は

「
今

」
が
大

事
で
す
。
待
機
が
出
て
い

る
 

     
９
月

29日
、
９
月
市

議
会
最
終
日

、

日
本

共
産
党

日
立
市

議
団

は
、
平

成

26

年
度

決
算

の
認
定
や

マ
イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

関
す

る
議
案

な
ど

に
反

対
し

ま
し

た
。
 

○
 マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
は

10月
か

ら

国
民

に
番
号

が
通
知
さ

れ
、
来
年

１
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す

。
個

人
の
プ
ラ

イ
バ
シ

ー
が
侵

害
さ

れ
危
険

が
飛
躍

的

に
大

き
く

な
る
。

中
小

企
業

に
と
っ

て

は
、

業
務

の
煩
雑

、
出
費
の
重

さ
な

ど

を
指
摘
し

て
反
対
し

ま
し
た

。
 

○
 平

成

26年
度

決
算

に
つ

い
て

は
、

子
ど

も
の
医
療
費
助

成
事
業
や

国
民

健

康
保
険

事
業

な
ど
へ
の

、
市
独
自
支

援

が
弱

く
、
一

方
で

基
金
（

た
め
込
み
金
）

は
２
４

６
億
円

と
２

年
間

で

36億
円

の
た
め
込

み
。
 

 
住

民
生
活

に
必
要
な
多
く

の
行
政
需

要
を
抑

制
し

、
過

度
な

基
金
蓄

積
を

す

る
市
政
運
営
に
反
対

し
ま
し

た
。
 

○
 土

地
の

買
い

入
れ

に
つ
い

て
 

 
大
甕
駅
西
側
の
土
地

約
１

万
４

千
㎡

を
２
億

３
７

３
万
円
で

茨
城
キ
リ
ス
ト

教
学
園
か

ら
買
い
入

れ
る
も

の
で
す

。
 

 
新

交
通

導
入

事
業

の
第

１
期

区
間

は
、
日

立
お

さ
か

な
セ

ン
タ

ー
・

大
甕
 

地
域

の
定

員
を
増
や
す

な
ど

、
抜

本
的

な
対
策

を
と
る

べ
き
で
す

。
 

 
定

員
に
ゆ

と
り

を
も

た
せ

ら
れ

れ

ば
、
育

児
休

業
で

保
育

を
希
望

す
る

方

の
保
育
継
続

も
可
能
に

な
る

の
で

は
な

い
か
と
思

い
ま
す

。
 

    駅
間

を
約

５
億
円

で
整

備
し

ま
し

た
。

利
用
客

、
費

用
対

効
果

な
ど
検
証

し
な

い
ま

ま
、

第
２
期

区
間

の
工

事
に

入
っ

て
い

ま
す

。
総
工

事
費

は
、

大
甕
駅

か

ら
常
陸
多
賀
駅
間

40億
円
。
需
要

予
測

は
一
日

平
均

２
、４

０
０

人
。（

平
成

13

年
の

調
査

を
基
礎

と
す

る
）。

人
口
減

少
、
高
齢
化

が
進
ん

で
お

り
、

全
体

を

見
直

す
こ

と
を
求

め
、
土
地

の
買

い
入

れ
に

反
対
し

ま
し
た
。
 

 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
 

議
会

を
傍

聴
し

ま
せ

ん
か

 
―
―
―
―
―
―
―
―

―
 

 日
立
市
議
会

12月
定
例
会
予
定

 

 
日

立
市

議
会

12月
定

例
会

は

12月

３
日
（
木
）
～

17日
（
木

）
ま
で
開
催

さ
れ

る
予

定
で

す
。
誰

で
も
傍
聴

で
き

ま
す

。
一

般
質

問
は

７
日

（
月
）

と
８

日
（
火

）
の

予
定

で
す

。
ケ

ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
Ｊ
Ｗ

Ａ
Ｙ
や
Ｆ
Ｍ
ひ
た
ち
で

も
中

継
さ

れ
ま

す
。
ぜ
ひ

、
議

会
傍
聴

に
お

で
か

け
く
だ
さ

い
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 
本
紙
へ
の
感
想
・質

問
・意

見
な
ど
、

お
寄

せ
く

だ
さ

い
。
「
暮

ら
し

の
相

談
」随

時
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

デ
マ
ン
ド
方
式
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
 

で
高
齢
者
に
優
し
い
公
共
交
通
を

 

介
護
保
険
「制
度
見
直
し
」
で
 

サ
ー
ビ
ス
抑
制
が
な
い
よ
う
に
 

子
育

て
負

担
の

軽
減

を
 

保
育

料
の

引
き

下
げ

を
 

決
算

の
認

定
な

ど
に

反
対
 

 
―

 ９
月

議
会

終
了
 


